＿／＿／＿／　第２章『下界と天界』　＿／＿／＿／
「もう、信じらんないっ！」
　この半生、最悪の寝覚めの悪さに、彼女は苛立ちを覚えていた。
　とはいえ、別に悪夢にうなされていたとか、低血圧で朝に弱いとか、そういったためではない。確かに最近早く起きられなくはなっているが、それでも一般に比べたら早起きの方だし、夢にうなされることもない。むしろ、いつでもどこでも気持ちよく眠れる体質だ。
　胸に、羽ばたく鷹の描かれた紋章のついた、白い布地に霧のように紫がかった制服を纏ったその女は、無駄に広く、長い通路を早足で進みながら口を尖らせた。
　朝になって起きてみて、つい鏡を見てしまったのだ----確かに遅かれ早かれ、それに気
づきはしたのだろうが----。その問題のeq \o\ad(\s\up 10(ヽヽ),もの)が目に映ったとき、彼女は気が狂いそうにな
った。あまりの驚愕に、うっすらと目に涙すら浮かべてしまったほどだ。
「信じらんない、信じらんない----」                                              

　とにかく、彼女は文句でもあり自分の口癖でもある言葉を連呼して、すたすたと通路を歩いていった。すれ違う者達の、誰もが自分の形相を見て驚愕の表情を見せる。いや、ひょっとしたら問題のeq \o\ad(\s\up 10(ヽヽ),もの)を見て哀れんでいるのかもしれない。だがどちらにしろ、そんなことはどうでもよかった。哀れんでくれたところで、eq \o\ad(\s\up 10(ヽヽ),これ)が消えるようなことはないのだから。
「信じらんなぁぁいっ！！」
　ひとしきり大きくそう叫んで、勢いよく扉を開けて彼女は、職場である自分の部屋へと入っていった。同時にもう一つ、叫ぶ。
「聞いてよ！」
「やだ。」
　何ですって？　という言葉は口から出なかった。言おうとはしたが、喉元につまってし
まったのだ。あまりにも唐突な----まあ、自分の声がそもそも唐突だったのではあるが--

--、予想外の反応に彼女の表情は固まり、叫んだままの格好で、しばらくその場に佇む。
　男はこちらに振り向きもせず、ただ黙々と読書を続けていた。そういえばついこないだ、夢中になれる本を見つけたとか言ってはしゃいでいたような、と彼女は思い出した。
「……………………。」
　やがて、何かにはじかれたように彼女は歩を進めると、彼女と似たような服装をしたその男から、読んでいた本を取り上げた。だがそれにも拘わらず、彼はまだこちらに注意を向ける気にもならなかったらしい。ベッドにうつ伏せになったまま、微動だにしない。
「……………………。」
　身長百七十センチ。細身のせいか、見た目はもっと高いように感じられる。澄んだ青の双眸は、黒の長髪により一層きわだって見えた。彼女は本を手でもてあそびながら、未だ
こちらに向かない----というより、ひょっとしたらこの男は、自分に気付いていないので
はないかと彼女は訝った----黒の短髪の男を一瞥する。                              

「……聞いてる？」
　そう言っても、この同僚は全く耳を貸そうとしない----それどころか、一つ小さくため
息をつき、もぞもぞとふとんの中にもぐり込もうとさえする。
　彼女は----昨夜のような冷血な表情を見せ----自分よりやや背の高い男の襟元をひっつ
かみ、軽々と持ち上げた。
「聞け。」
「ハイ。」
「……………………。」
　どんなリアクションをとっていいのか分からなくなり、とりあえず彼女は男を放してやった。男の方は、別に何事もなかったように背伸びを一つし、ベッドに腰掛けて気の抜けるような声で言ってくる。
「……んで？　何があったんです、リーゼさん。」
「聞いてんじゃないのっ！？」
　とうとうeq \o\ad(\s\up 10(かんしゃく　),癇癪を)起こして彼女----リーゼが叫び声をあげた。                        

「っとにあんたって人は、どうしてもっとこう女性をいたわる気持ちってのに欠けてんだろって考えたことないわけ？」
「あのー……そんなこと言って俺の本をねじり切らないでほしいんだけど……」
　そうは言っても、あまり困ったような表情を見せず、男は手を合わせて祈願してくる。
　リーゼは半眼で男を睨み、本をベッドに投げやりながら、自分の目元を指さした。
「じゃ、どう思う？　これ。」
　言われて男は、彼女の指先を凝視した。そうしなければならないほど、パッと見ても分からなかったのだ。よく見ると、彼女の目元にうっすらと傷ができていた。何かで切ったのだろう。だが、ほっといても二日もすれば完全に消えてしまうようなものだ。
「……似合ってるんじゃない？　何か、やーさんのeq \o\ad(\s\up 10(あね),姐)さんみたいな。」
「ブッ殺すよアンタ。」
　そう言われてはじめて、彼は降伏の証として両手を上げた。だが、相変わらず表情に変化は見せない。
「何だかなぁ……そんな言葉遣いじゃ、せっかくの美人が台無しじゃないの？」
「そんなの問題じゃないわよ。この美しい顔に傷だなんて。どう考えたってこっちの方が問題じゃない？」
　両手を顔に当て、リーゼは眉をひそめた。が、男は黙ってこちらを見つめるだけである。
　そんな、男の黙殺にやがてリーゼは赤面し、あさっての方を向いて口を尖らせた。
「……悪かったわよ。どうせ私らしくない発言でしたっ。」
「いやいや、リーゼさんも大胆になってきたと。お見それしました。」
　この同僚の男は、確か自分より年が一つ下だったとリーゼは記憶していた。だが、それは誕生日が少しずれているというだけで、もうしばらくしないうちに同い年になるということも知っている。だがなぜかこの男は、自分に対して敬語を使ってくる。しかもたまに。
「何でそんな中途半端なことをするの？」
　以前そんなことを訊くと、それはただ単に口癖のようなものなのだという答が返ってきた。聞いててあまり面白くないのだが、まあ別にこちらが非難されているわけでもなく、たまに優越感にも浸れるということで、よしということにしておいたが。
「ところでアルテ、あなた今日はどうするの？」
「どうするって……さあ、どうしようかなぁ。考えてもみなかった。」
　相変わらずの呑気ぶりに、リーゼは目眩を覚えた。この男は、自分が教えてやらなければ月一で行う幹部会議のことも、平然と忘れてしまうのだ。そもそもこんな男がなぜ幹部なのかと訝っても仕方ないくらいなのだが、腕だけは立つので何とも言い難い。
　リーゼはキッと視線を鋭く----とはいえ、自他共に認めるその童顔で、視線を鋭くして
もあまり意味がないとよく言われたりするのだが----して、アルテに言う。            

「……私は、これから昨夜の仕事の結果報告をしに行くけど、暇だったらついてくる？」
「童顔ってのはつまり、かわいいってことで受け止めていいと思うんだけどね？」
　全く関係のないことを言われ、リーゼは首を傾げた。それを追うようにして、アルテが笑って言ってくる。
「こっち睨む時、気にしたでしょ？　童顔のこと。」
　言われてリーゼは、無言でボディーブローを放ってアルテを沈め、再びそれの襟元をつかんでひきずり、通路へと歩き出した。
　アースガルドとは、『神々の住む世界』という意味であるらしい。
　その「らしい」というのは、自分の生地であるにも拘わらず、彼女はそんなことには興味を持ったことがないからである。幼い頃から戦闘術をたたき込まれ、いつの間にか将軍職としてこの都市に君臨することになったのだが、だからかこの地に愛着は全くといっていいほど沸かなかった。戦うことを目的に生きているからかもしれない。だが、それ以前にせめて、ここが大地に腰を据えた普通の都市であれば、それなりに愛着も湧いただろうと、彼女は胸中で毒づいた。
（----毒づいた？）                                                              

　リーゼは隣のアルテに気付かれぬよう、ひそかに眉をひそめ、自問した。そして、自嘲する。そんな感情なんて、あるだけ無駄だろうと。
（毒づいた……気のせいでしょ？）
　そう自分に言い聞かせて、彼女達は六階への階段を上っていく。高階級の者のみが入居が許されるこの建物は、アースガルドの中でも最も大きなものの一つである。その中の五階に彼等の職場、控え室があり、六階に本館へと続く接続通路がある。
  その接続通路を進み、やがてエレベーターの前にやってきた。そして、最上階を指定する。彼等の職場である建物も確かに大きいが、本館はその群を抜いていた。職場が十二階建てなのに対し、本館は約倍の二十三階建てである。
　そしてその二十三階に着き、二人は赤い絨毯の敷かれた床を踏みしめ、目的の部屋へと歩を進めた。通路の左右には、年季の入った甲冑が、誰に着られることもなく静かに佇み、剣を立てて訪問者を迎えている。この最上階には、ただ一つしか部屋がない。即ち、この
突き当たりの部屋----この都市のeq \o\ad(\s\up 10(おさ),長)がいる部屋しか。                                

　重く、頑丈そうな----それでいて、何のかざりっけのない扉の前まできて、二人は立ち
止まった。この扉を見る度に、まるであの男の鉄面皮さを象徴しているかのようだと、リーゼはいつも思ってしまう。だが、こちらがただ待っているだけではそれは微動だにしないので、仕方なく彼女はそれに告げることにした。
「リーゼ、参りました。」
「同じくアルテ、参りました。」
　するとそれは、軋む音すら立てず、静かにゆっくりと開いていった。同時に、中にいる人間が姿を現す。
　eq \o\ad(\s\up 10(とくとう),禿頭)の老人。だがまだ彼は、六十を数えてはいないとリーゼは記憶していた。顔に深い、そして鋭いしわを刻んでいるその男は、自分の席についたまま、燃えるように紅いその双眸をこちらに向けている。彼の放つ、その教祖じみた雰囲気だけでも十分に威圧感はあるのだが、実際はさらに、彼が立てばリーゼよりも頭一つは高く、がたいのいいアルテよりも一回り胸板が厚く見える。
　通路よりも殺風景な部屋の中で、彼は二人の将軍を目の当たりにしたまま、しばらく黙っていた。だが、リーゼがしびれを切らすよりも若干早く、その重い口を開き始める。
「----何の用だ？」                                                              

　子供が聞いたら泣き出しそうな声で、彼はそう言った。実のところ、一人でここに来るのは心許ないから自分を連れてきたのではないかとアルテは胸中で独白した。そして、それが図星であることをリーゼは、口が裂けても言わないと自分に固く誓う。
「……昨日、例のレジスタンスに捕縛された兵士二人を昨夜、奪還してまいりました。」
「……それで？」
　それで、と言われてもこっちが困るわよ、とリーゼは予想外の反応に眉をひそめた。この老いぼれにしろ、隣の同僚にしろ、男というやつは何でこんなのばっかりなんだろ、と泣きたい思いで歯を食いしばる。そしてこんな状況になっても、この男はフォローの一つも入れやしない。
「ま、要するに暇つぶしにここへ来たんですよ。俺等は。」
（……なんて実際、言いかねないからな～、こいつは。）
　それを思うと、このまま黙ってもらっていた方がいいかもしれないと彼女は、半ば本当に泣きそうな顔で毒づいた。そうこうしているうちに、老人の方が動き出す。
「……もういい、下がれ。」
　それはそれで悔しいと思いながらも、だが内心は胸を撫で下ろしてリーゼは、きびすを返した。見るとアルテは、もう既に扉の前まで歩いてしまっている。
（それほど退屈だったってわけ？　ま、気持ちが分からないってこともないけど。）
　そして、彼を追って自分も部屋から出ようとする。
　----が、                                                                      

「……娘よ、」
　そんな、老人の呼び声に引き止められてしまった。半ば疲れたというような表情を見せ、リーゼは老人へと向き直る。
「……何か？」
「レジスタンスの連中を始末しろ。あの男と共に。一週間以内だ、いいな？」
　その言葉に、しばらく彼女は黙っていた。老人もそれ以上言ってはこない。アルテの気配が完全にこの階から消えたことを確認し、リーゼは口を開いた。
「それは、アースガルドの王、スルトゥルとしての命令ですか。それとも、私の父としてのものですか？」
「……なぜ、そんなことを訊く？」
「あなたが私のことを『娘』と呼ぶのは、聞き慣れないことですから。」
　老人----スルトゥルは黙っていた。こちらを睨み据えたまま、微動だにしない。      

「----失礼します。」                                                            

　返事を期待してはいなかった。あったとしても、それはつまらないものだろうと、リーゼは先に同僚が待つ部屋へと戻っていった。
　セッスルムニールの夜明けは、騒々しいものだった。
　子供達が起きてみると、安堵を提供してくれたヴァルグは負傷し、捕らえていた兵士がいないというではないか。もう二人の見張りに関しては、相手の一撃で気絶したため、外傷はなかったらしいが。
　そして当然、昨夜の出来事を妹達から聞かされたウォードもショックを受けた。昨夜、エミストが飛び起きたというのは何となく覚えているが、そこからの記憶が全くない。
　大人達がせわしく動いている中、彼等は仮眠室の隣にある食堂で話をしていた。
「……それで、ヴァルグさんはどうなったんだ？」
「左肩を脱臼してて、あと何ヶ所か打撲してる所があったわ。ただ、そんなに傷はひどくなくって、全部急所は外れてたみたい。とりあえず『eq \o\ad(\s\up 10(セイズ),巫術)』で治しておいたけど、痛みはまだちょっとあるみたい。だけど、もう元気よ。朝ご飯だって、いつものようにたくさん食べていたし。」
「そっか。それならまあ、とりあえず安心だな。」
　そう言って、ウォードは薄く笑った。だが、すぐに表情を曇らせる。
「だが、あの兵士達を連れ戻しに来たってヤツ……」
「ええ。視界を『巫術』で補って、男二人を抱えながら宙に浮き、なおかつ疑似空間を作った上にリオのチャージを相殺したほどの使い手よ。今までのザコとはケタが違うわ。」
「文字通り、バケモノだな。」
「どれ一つとっても一流の技術よ。そうでなくとも、複数の術を同時に行うってのも、相当の技量がいるはずなのに……」
　エミストはそううなって、頭を抱えた。彼女のように『巫術』と『eq \o\ad(\s\up 10(シャーマン　),魔術』)の両方を扱えるという素質も大したものなのだが、その絶対的なレベルが違いすぎる。
「ところで、その疑似空間っていうか、図書室に空いた穴はどうなったんだ？」
「あの黒ずくめが出て行ってから、しばらくして勝手にふさがったわ。一時的に異なった空間と空間をくっつけるものなんでしょうね……追うこともできたけど、金縛りにあったように、まるで身動きできなかった。」
　心底悔しいというように、彼女。リオに至っても、同じようなものである。
「細身の、身長が俺くらいな黒ずくめ……か。」
「身体が吸い込まれてしまいそうな、恐ろしいほど綺麗な青い目をしていたわ。」
　兄の独白に、リオが呟くように後を続ける。
「ちょっと睨まれただけで、ゾッとした……何人も殺してる暗殺者って顔だったわ。」
「そういえば、髪の毛が見えなかったわね。どうしてたのかしら。」
「剃ってんじゃない？　正体がバレてもすごみが効くように工夫してるのよ、きっと。」
「その割には眉毛はちゃんとあったわね。」
「まあね、いくら仕事のためとはいえ、全部の毛とさよならするのはeq \o\ad(\s\up 10(　こころもと),、心許)なかったんじゃない？」
　そんな勝手な想像をしながら、女二人の話はどんどん脱線していった。それを戻せるのはウォードしかいないのだが、話を聞いているうちに昨日早々と寝てしまったことの後悔が強くなり、なかなか実行に移せない。
　そうこうしているうちに、彼の視界に体格のいい男の姿が現れた。昨日、兵士達を取り押さえたあの男である。
「……どうした？　考え事か。」
「え、いえ。別に……何か？」
「ああ、ヴァルグさんにな、会議を開くからって、君達を呼んでこいと言われたのさ。みんなも待っているから、ついてきてくれ。」
　言われて辺りを見回すと、さっきまで食事をとっていたはずの子供達の姿がない。どうやら、話をしているうちに時間感覚が薄れていったらしい。
「あ、はい。」
　半ば慌てた返事をして、彼は女二人を連れて男の後をついていった。
　会議室は、至って静かだった。
　その理由は、誰しもがよく分かっていた。大して被害がなかったとはいえ、『ヴァルキリー』の大黒柱である創立者が、全く歯が立たなかったのだ。その上、『eq \o\ad(\s\up 10(セイズ),巫術)』使いの筆頭であるリオの術は無効化され、軍師であり最も冷静でいられるエミストは、足がすくんで身動きが取れなかったのだから。それも、たった一人相手に。
　桁違いの実力を見せつけられ、主力である当事者達は今や戦意を喪失しかねていた。会議を開くと言い出したのは、当事者の一人であるヴァルグだが、未だに会議を始めようとしない。
「----さて、」                                                                  

　長い沈黙を破り、彼は机の上で軽く手を組む形を作った。
「全員、揃っているな……それでは、会議を始める。だがその前に、昨日アースガルドの兵士から聞き出した情報を軽くまとめたいと思う。」
　そう言って、エミストへと視線を向ける。彼女はヴァルグのやや後ろ----全員が見える
ように設置されている黒板の前に立つと、チョークを持っ††††††††††††††††††††††††††††††††††††††††††††††††††††††††††††††††††††††††††††††††††††††††††††††††††††††††††††††††††††††††††††††††††††††††††††††††††††††††††††††††††††††††††††††††††††††††††††††††††††††††††††††††††††††††††††††††††††††††††††††††††††††††††††††††せん。仮に、その乗り物を奪って乗り込んでも、乗組員の持つＩＤナンバーがないと作動すらしません。」
　そこまで一気に言いながら要点だけを抜き出し、黒板に書く。そしてひと休憩入れ、さらに続ける。
「では連中は、陸上部隊をどうやって行き来させているのか？　これに関しては、一日に二度、昼と夜に『ビフロスト』と呼ばれる橋が定位置からかかるようになっており、そこから移動しているようです。」
「『ビフロスト』？」
　昨日、見張りに出ていたのだろうか。eq \o\ad(\s\up 10(はたち),二十歳)過ぎの長髪の男が訊いてくる。
「虹の橋、という意味らしいです。まあ、深い意味はないのでしょうが、」
　言ってエミストは、チョークを黒板に滑らせる。
「つまり、我々が進入するとなると、これしか方法がないのです。ただし、ここから近い方の所には昼に架かるため、こちらを利用するのはあまり得策とは言えないでしょう。また、向こうの人員構成についてですが、トップはご存じの通り紅眼のスルトゥル。その下に、将軍職である上階級兵士がいるわけです。詳しい人数は、残念ながら下級兵士には知られてないようで、聞き出すことはできなかったのですが、それほど多くはいないでしょう。また、昨夜襲撃してきた黒ずくめは、この将軍職の一人と見ていいと思われます。」
「そりゃ、そうだろうなぁ。」
「あんなのがゴロゴロいちゃ、たまったもんじゃないからなぁ。」
　ボソボソと、そんな話し声が辺りから聞こえてくる。
「あとは、その下級兵士が、まあ……これはあくまで私の推測なのですが、三、四千人近くいると思われます。以上が昨日、アースガルド兵から得た、大まかな情報です。」
　そう言ってエミストは、軽く手をはたいて自分の席へと戻った。
「ありがとう……まあ要するに、こういうわけだ。我々は結成して半年たつが、まだ十分に敵を知ってはいなかったらしいな。」
　辺りを見回すようにして、ヴァルグ。その言葉に、波紋が広がるように部屋が静まっていく。彼は後を続けた。
「まとめは以上だ。何か、質問があったら言ってきてほしい。」
　とはいえ、全くその言葉に反応がない。もちろんこのことはヴァルグも予想していたし、ここにいる者全員も同じ事を考えていたのだが。
「……あのぉ、」
　そう言っておそるおそるというように挙手してきたのは、先程の長髪の男である。
「こういうのも何ですけど……そんなに強いヤツが何人もいるって連中に、俺達のような
一般人が----しかも、たったこれだけの人数ではどうしようもないと思うのですが。」  

　同感という声が、辺りから沸いてくる。
　そしてそれは、次第に広まり強くなっていった----ヴァルグが再び口を開くまで。    

「……皆の気持ちも分からんでもない。だが、ここで我々の意志を消してしまえばそれこそ、今までの努力が水の泡となる。半年前に、こう言って我々は永劫団結を誓ったではないか。『巨大な恐竜も、知恵と勇気さえあれば小さなアリでも倒すことができる』と。」
「ですが、あれだけ現実を見せつけられては----」                                  

　彼と一緒にいた、昨夜の見張りの一人が、身を乗り出して抗議した。それに対して、ヴァルグは無言で視線を向ける。相手がこちらのいわんとすることを察知し、その男が席に着くのを確認すると、
「我々には『勇気』がある。もっとも、今は多少なり削がれてしまっているようだが……しかし、それ以上に足りないのが『知恵』だ。我々が強大な敵に立ち向かう『勇気』はあれど、それを活かす『知恵』がないと、せっかくの『勇気』もただの愚行になりかねない。我々の士気が低下しているのは、まさしくその『知恵』の不足に気付かされたからだ。」
「けど、逆に言うとその『知恵』を手に入れれば、我々にアースガルドを倒せる糸口が見
えてくる----そういうことですね？」                                              

「そうだ。」
　ウォードの言葉に、あまり感情を表に出さないヴァルグは珍しく、満足げにうなずいた。
「ただ、その『知恵』というのは、よほど普通では考えられなく、破天荒なことなんでしょうね。何せ、駒を並べた盤をひっくり返さなきゃいけないんだから。そんなルール違反を堂々とでき、しかも簡単にごまかせられるような『知恵』が、果たしてこの世に存在するのでしょうか……どうでしょうかねぇ、軍師殿？」
　あまりの困難に気の触れた、というよりはいささか楽しげに見える表情で、ウォードはエミストに目を向けた。それを追うようにして、全員の視線が彼女に向けられる。
　エミストは、ただ黙ったままそっけない表情を見せていた。それはいつも彼女が、とっておきのいたずらを思いついた時に見せる顔だった。
　アースガルドとは、もとは機械製造会社の一つであった。
　先代がラグナロク終戦後、余生を送る趣味がてらに、小さな島に小さな会社を起こしたのが事の発端らしいが、それが今となっては『世界』有数の大会社となっていた。ただ、それが後に軍隊を持つようないかがわしい集団と化すだろうということは、まさか先代は夢にも思わなかっただろうが。
　先代と、現社長----スルトゥルの関係は、実は全くの謎となっていた。彼の娘である、
リーゼにすらそれは知られていない。また、彼がいつ、この会社に姿を現すようになったのかすら、誰も知らなかった。つまり、いつの間にか存在していたのである。リーゼに関しては、彼女が四歳の頃から父親がここに連れてくるようになったらしい。ただ、彼女の出生については、これも謎に包まれている。
　ともあれ、先代が亡くなって十数年、そのうちの十年近くという時間と多大な費用を軍隊強化に費やして、スルトゥルは今のアースガルドを建てた。世界最大級の浮遊eq \o\ad(\s\up 10(エンチャント),魔道具)によって島ごと空中に浮上させ、いつしかそれは浮遊城と呼ばれ、恐れられるようにもなった。そしてこの数年のうちにスルトゥルは、ミッドガルドの南西地域の一部を支配下に入れたのである。それはまだ『世界』のほんの一部分にすぎないものだが、それでも彼の野望の実現にとって、それは大きな足がかりとなりつつあった。
（この『世界』を手に入れる。eq \o\ad(\s\up 10(　ミッドガルド　),『下界』)と成り下がったこの『世界』を、eq \o\ad(\s\up 10(　アースガルド　),『天界』)として私は手中に収めるのだ。）
　ラグナロクにより、廃れてしまった『世界』が今や再び栄えつつある。
　だが、逆に言えば今の『世界』には、武力を持った存在は皆無に等しいということだ。かつて強力な軍隊を誇っていた国々、自分と同じ様な野望を持った人間達は、全てあの大戦で滅びてしまった。戦闘文明も終戦以来、ぱったりと途絶えている。退化さえしているかもしれない。戦火の中で栄えた『eq \o\ad(\s\up 10(エンチャンター),魔道具士)』も、もうこの『世界』にはいない。彼等の技術も今や、完全に失われてしまった。
『世界』は『廃れて』しまったのだ。くたびれて、平和という休息地に腰を据えてしまっている。好機は今しかない。今の自分を止められる者はいない。
（仮にいたとしても……この軍隊を崩せる者などは、今の『世界』には存在しない。）
　伊達に十年かけて鍛えたわけではない。少数精鋭である自分の軍隊は、このぬるみきった『世界』の中で、間違いなく最強の駒だ。
（そう……伊達に、十年かけて鍛えたわけではないのだ……）
　ずっと待っていたのだから。この駒を自分の思い通りに使える日が来るのを、ずっと待
っていたのだから----                                                            

　----と、ふいに机に設置してあるランプが点灯する。誰かがこの部屋に来たらしい。ど
んな駒が自分に用があるのかと、彼は頬杖をついた。
「……誰だ？」
「アルテ、参りました。入ります。」
　またあの男か、と胸中で独白し、彼は扉を開けるスイッチを押した。同時に、あの何の特徴もない、のっぺりとした顔がそこから現れる。
　二年前、路頭に迷っていたのか、はたまた単にひもじい思いをしていたのか、何にしろ似たようなものだが、一人の男が貨物に紛れて、『eq \o\ad(\s\up 10(ビフロスト),虹の橋)』を通ってここに辿り着いた。不法侵入者は排除するのが常套だが、何を思ったか自分の娘はその男を見るや、食事をとらせてやってほしいと言ってきた。つまらないこととは思ったが、どうせ相手は丸腰だし、邪魔になりそうならそれから排除しても遅くはないと思い、言う通りにしてやったのだ。
　それからその男は元気になり、礼に何かできることはないかと言ってきた。将軍職の者ですら、おいそれとやってこないこの部屋まで来てだ。あまり相手にしたくはなかったが、ちょうどその当時、謀反を起こしていた兵士が何人かいたので、あの目障りな連中を鎮圧してこいと彼はその男に命令した。
　そして翌日、何と彼はその兵士全員をふんじばって戻ってきたではないか。たかが十数名とはいえ、武器を持った兵士達をたった一人で攻略したのには、さすがのスルトゥルも驚愕した。使い捨て程度のつもりで使った男が、そこまで腕が立つとは思わなかったのだ。
　以来、スルトゥルはアルテを将軍職としてアースガルドにおくことにした----のだが、
彼にはいくつか難点があった。
「……何か用か？」
「いえ、ただ暇つぶしに来ただけですけど。」
　もう、その言葉には慣れた----が、まださすがに「それで？」と言い返せる気にはなれ
ない。
　この、実力だけでは有数のものである将軍の持つ、最大の難点がこの「人なつっこさ」であった。相手が誰であろうと、自分のペースに引きずり込む。そしてとにかく、ただ黙っていることができないのである。口数の少ない彼の娘と普通に話せるのも、自分以外ではこの男くらいしかいない。
　とりあえず、彼は黙っておくことにした。そうすれば奴は、勝手に話を進めてくる。
　そして案の定、アルテは頬を掻きながら話を続けだした。
「……え、と。あのー……その、リーゼさんが俺をいじめるんですが。」
「どういう風にだ。槍で頭でもつつかれたか？」
「いえ、その……働けっていうんです。耳元で、ギャーギャーと。」
　スルトゥルは目の前がまっ白になる幻覚に襲われた。が、すぐに立ち直る。
「それはさっき、お前が帰った後で私がお前達二人に下した指令だ。任務放棄は裏切りと見なすが？」
「……分かりました、失礼します。」
　しばらく考え込み、やがて敬礼してアルテは、その場できびすを返した。普通ならそこで考える必要がないだろうとスルトゥルは訝ったが、娘と同様、あの人一人殺せない陽気な将軍の行動が、今まで読めた試しがないのを思い出して彼は舌打ちした。が、すぐに気を取り直す。
（……まあ、いくつか捨て駒を持っていても損はなかろう……。）
　太陽が空の頂点に昇りきろうとしている。あの調子ではどうせ行動に移すのは明日からだろうと、彼はもう一度舌打ちをした。
　リオ達が家に帰ったのは、もう夕方に近い頃だった。
　仕事帰りの父親に迎えられ、彼等は二日振りに家族団らんの日を過ごした。お世辞にも豪勢とは言えない食事だが、それは他の家も同じことだ。それに、三人とも今の生活に満
足している。何一つ不平を言うこともなかった----アースガルドについて以外は。      

　食事をすませると、リオは後片づけを始めた。毎日肉体労働に精を出すクランは、朝が早いというせいもあり、いつも食後に仮眠をとるようにしている。が、今日はすこぶる疲れたらしい。彼はそのまま床につき、ぐっすりと眠りこけてしまった。
　碧眼を持つ、この銀髪の中年は、ラグナロク終戦の年に生まれたとウォードは以前、彼
----父親に聞かされたことがあった。生き延びるには耐え難い時代。そんな時代をくぐり
抜け、今は身よりのない自分達を養うためにこうして、毎日苦労して働いてくる。
　ウォード兄妹が『ヴァルキリー』に参加したのは、それが創立してすぐのことだった。自分達のためにクランは働いてくれる。なら自分達は、それを助けるための何かをしたい。安心して、幸せに生活していけるために、何かしてやりたい。
　アースガルドが、このフォールクヴァングの町からも見えるようになったのは、ちょうど一年前からだ。つまり、連中は辺りの都市を支配下に入れていたのだ。ひょっとしたら、この町の攻略法を練っていたのかもしれない。町とはいえ、ここは大抵の都市なんかより
も遥かに大きい、栄えた町である。つまり、ここを手に入れればここら一帯----ミッドガ
ルドの一角を手中に収めることになる。
　そんなことになっては、今の生活が危うくなってくるだろう。最悪な場合、再び家族を失うかもしれないのだ。ウォードは最初、一人だけで『ヴァルキリー』に荷担しようとしたが、アースガルドを何よりも嫌う妹とその親友が、彼の考えを見抜いていた。
「一人でいるよりも、三人いる方が心強いんじゃない？」
　そう妹に言われた時、彼は心底リオの存在を心強く思った。
　そんなリオが、今はある機械に夢中になっていた。確か『ビューア』とかいったか。世界を覗けるその機械を、彼女はとうとうヴァルグから借りてきたのだ。
　だが、夢中になれるものがあるというのは、いいことだ。自分も以前は、あんな風に機械いじりに夢中になったことがあった。今も十分そうなのだが、夢中になれるものはいざという時、生きる糧となり、自分を助けてくれる。
　彼はまた、そっと後ろから『ビューア』を見てみようと思った。が、せっかく夢中になっているところを邪魔しては悪いと、彼はその場を立ち去ろうときびすを返した。
　が----                                                                        

（あれ、この曲----）                                                            

　突然流れてきたその音楽に、彼は足を止めた。心が洗われるようなその音楽に、しばしウォードは静かに耳を傾ける。
（凄いな----あいつ、こんな曲を創れるようになったのか？）                        

　悪いとは思いながらも、彼はリオの後ろからその『ビューア』を覗き込んだ。昨日見たのと同じ画面。それは、彼女の『世界』にある掲示板だった。
（スリーユ……昨日のヤツか。）
　投稿者の名前を見て、ウォードは昨日のことを思い出した。
　ふとその上を見ると、また見覚えのある名前が見えた。エミリオ----確か、リオの『世
界』上での名前だ。そこには、こんなことが書かれていた。
『すごい曲を創られるんですね……弟子にしてもらおうかなぁ？』
　おいおい、とさすがに何か注意した方がいいのかと兄は思った----が、昨日の妹の言葉
をふと思い出し、思いとどまる。
（音楽が好きな人間に、悪い奴はいない、か……）
　少しずつ、自分の手を離れてきた妹に、ウォードは背を向け部屋へと戻っていった。
　涙とは、いつ流すものなのか？
　自分がこの世で一番不幸だと知った時か？　それとも、あふれんばかりの幸せに満ちた時か？
　悔し涙でもない、嬉し涙でもない。そんな涙を彼は、その沈んだような緑の双眸にあふれさせていた。まさか、相手がそういう人間とは知らなかったのだ。自分はただ、あの連
中の人間であれば誰でもよかったのだ----                                          

（何という強運！　何という偶然だ！　まさかこういうことになろうとは----！）      

　あまりにも嬉しいという感情に、彼は戦慄していた。この涙は、そういったものから流れているのだろうか。そうするとこの涙は、何と呼ぶべきなのだ？
（いや、そんなことはどうでもいい。儂の野望が実現すれば、どうでもいい----）      

　彼は流れるように、キーボードを撫でた。自分より『ビューア』に対する知識に秀でている者は、そういないだろう。何者かにこのことを気付かれたとしても、もはや自分の邪魔をできる者はいない。
　ラグナロクに生まれ、短期間で世界に広まった『eq \o\ad(\s\up 10(エンチャント),魔道具)』。その神がかりな機械は、その全てが戦火の中で開発され、そしてその技術は終戦と同時に闇に葬られた。つまり、現世に残る『eq \o\ad(\s\up 10(エン),魔)

eq \o\ad(\s\up 10(チャント),道具)』の全ては、少なくとも五十二年の年季を持っていることになる。
　魔法と同時に創り出された、神の機械。だが、この『ビューア』こそ、神の生んだ最高傑作ではないだろうか？
（これで『世界』を手に入れる。儂はこれで、『世界』を手中に収めてみせる----）    

　彼の震えは止まらなかった。喜びと、恐怖の入り交じった震えは。
　彼が現実を目の当たりにするまで。いつまでも、いつまでも。
＿／＿／＿／　第３章『ヴァルキリー』　＿／＿／＿／
　女神に仕える者。
　戦いに敗れ、さまよえる強者達の魂を集め、復活させる者。
　実際、『ヴァルキリー』とはそんな意味であった。が、そんなことはどうでもいい。
　戦いに敗れる必要はない。魂を集めたとしても、復活させられるわけがない。
　第一、仕える女神なんてどこに存在するのだ？
　いや、いるとすれば、それは勝利の女神だろう----と、自分でもつまらないと思える幻
想にヴァルグは、一人静かにふけっていた。
　アースガルド。天空にそびえる巨大な城。それに立ち向かう小さな戦士。
（いや……違う。）
　城は所詮、人間の手で作られた偽りのeq \o\ad(\s\up 10(　アースガルド　),『天界』)だ。浮遊しているといっても、せいぜい見上げる程度である。自分達こそ、一般に比べて多少力の強かったりする者や、『魔法』をかじったことのある者達の寄せ集めでしかない。
（結局……私達は何がしたいのだ？　アースガルドの目的は何なのだ？）
　そんな、分かり切ったことを自問してみる。アースガルドの目的は、武力による『世界』の制圧であることは誰もが知っているし、自分達はそれを防ぐために存在している。
　だが所詮は、争いである。人と人との衝突が生む、もう何千年も昔から継がれている、一番単純な、そして残酷な、問題を解決させるための手段。
　ラグナロク。『世界』を終焉に導いた世紀の大戦争。
　そして今、そこからまた『世界』はゆっくりと、しかし確実に再生しつつある。
（終焉……）
　だが、この『世界』は終わってなどいない。今こうして、自分が存在していられるのが、何よりもの証ではないか。
　終焉を迎えたのは、あの大戦に生まれた『eq \o\ad(\s\up 10(エンチャンター),魔道具士)』だけだ。彼等の発展のもととなった『魔法』さえも、まだ『世界』に存在し続けている。
（……『魔法』？）
『魔法』。感情の『eq \o\ad(\s\up 10(セイズ),巫術)』と存在の『eq \o\ad(\s\up 10(シャーマン　),魔術』)。
　ラグナロクを終焉に導いた、神々の産物。
（あんなものが『世界』を滅ぼすような大戦を終わらせたのか？　いや、それより……）
　いつ、どのように生まれた？
　それらが世に姿を見せ始めたのはラグナロクからである。が、本当にそれ以前にも『世界』に存在してはいなかったのだろうか？
　自分も多少なりの『巫術』が使える。本から得た、パッとしたイメージでそれはすぐに使いこなせるようになった。慣れないうちは、何らかの疲労感を感じることもあったが。
（ラグナロク以前の人間には扱えなかった……いや、それとも、あの大戦が我々にもたらしたものなのか？）
『魔法』の存在意義。そして----自分の存在意義。                                  

　いつしかから、理由もなくそんなことを考えさせられるようになった。が、
（だが、そんなこと----）                                                        

　どうだっていいではないか。
　打倒アースガルドのため、今を生きている。これからも、それを変えるつもりはない。
　自分のため。仲間達のため。
　人数こそ少ないものの、自分より十は若い子供達でさえ、自分と同じ意志を持って戦ってくれている。昨日だって、その子供がいなければあんな素晴らしい作戦は浮かばなかったはずだ。
（素晴らしい……か。いや----）                                                  

　言い直そうとして、彼はかぶりを振った。
　とりあえず、彼女の策に賭けてみよう。自分はそう決めたのだ。だから彼女達は今、ここにはいない。太陽の照る真昼の中eq \o\ad(\s\up 10(　アースガルド　),、天界へ)とかかるeq \o\ad(\s\up 10(ビフロスト),虹の橋)へと行ってしまった。††††††††††††††††††††††††††††††††††††††††††††††††††††††††††††††††††††††††††††††††††††††††††††††††††††††††††††††††††††††††††††††††††††††††††††††††††††††††††††††††††††††††††††††††††††††††††††††††††††††††††††††††††††††††††††††††††††††††††††††††††††††††††††††††なく、当のアースガルドもつい昨日までは、この町付近に現れたりはしなかったのである。大きな行動は、近くの町で連中が強奪行動を起こしたりとか、そういった『抵抗すべき時』に限らせていた。もちろん、毎日があの悪の軍隊に抵抗すべき日なのであるが、こちらの武器にも限りがあるし、何より、行動しすぎるとこのセッスルムニールの場所が、バレてしまうかもしれなかったからだ。
（だが、遂にここがアースガルドに見つかってしまったわけだ……。）
　もともと、こちらからしかけたとはいえ、ああもあっけなく人質を取り返されるとは思っていなかった。今になって後悔しても仕方ないことだが。
（連中も、我々を消すようなことを考えているだろう。例え、我々による障害がいかに小さくとも……な。）
　そう考えて、ふとヴァルグは我に返った。見ると、拳の中にぎっしりと汗を握りしめている。彼はうつむき、胸中で自嘲した。
（フッ……結局、私の勇気も削がれてしまったか。）
　辺りを見回すと、しかしここに集まっている同志達は、会議の再開を待ちかまえているようだった。エミストは既に黒板の前で待機し、リオはいつものような、落ち着かない様子を見せている。彼女には一体、あの時の記憶が残っているのだろうかと、ヴァルグはひそかに訝った。が、すぐにそれは杞憂であることに気が付いた。
（まったく……この子達が彼等の士気を上げているわけか。私も見習わないとな。）
　意を決するように、彼は歯を食いしばる。それが、外からは唇が少し緩むように見える。リラックスするように一息つき、彼はようやく口を開いた。
「……それでは、会議を続けよう。エミストの考えたという作戦についてだが、もう一度詳しく確認しておこうと思う。それではエミスト、頼む。」
　言って、彼女を促す。エミストは、もう随分前から頭の中を整理していたらしい。スラスラと黒板に書き始めた。
「では、作戦をもう一度説明します。さっきも言いましたように、アースガルドの地上への連絡手段は、一日に二度かかる『ビフロスト』と呼ばれる橋です。これは機械仕掛けとなっており、アースガルドの接近と同時に伸縮作業を開始します。文字通り虹のように、緩やかな坂となっているわけですが、大体全長が約百五十メートル、十分強ほどで橋が架かり終わります。その後アースガルドは約一時間ほど停滞し、その機械の橋で兵士達が下りてくるわけですが、今回はこの、機械の特徴を活かします。」
「機械の特徴って、コンベアみたいな動きのことですか？」
　帽子を被った少年が、大きな声で挙手する。
「そう。連中がアースガルドから地上側へ下りてくる間、橋の裏----つまり、地上からア
ースガルドに橋の足場が戻っていくのを、利用するのです。貨物を運搬するため、一つ一つの足場が大きいので、その裏に人一人が隠れるには十分の大きさがあると思われます。これを使えばアースガルド前までは難なく行くことはできます。が、」
　そこでエミストは、言葉を切った。改めて辺りを見回して、言い聞かせるような口調になる。
「ですが、それはあくまでアースガルドの『前』までです。コンベアの動きに頼って、そこまで容易に行くことはできますが、その代わりに、その動きを止めないことにはアースガルドには入れないのです。」
「足場の裏を利用することが、eq \o\ad(\s\up 10(あだ),徒)になってしまうわけね。」
　いつも喫茶店のカウンターについている女性の言葉に、エミストは頷いた。
「そこで、潜入する際に地上と橋の接続点で、別の人間が橋の運転を止める必要があります。橋の動力を直接止めるという考えではなく、おとりを使って、アースガルド兵の足を止めさえすればいいのです。ここでは、『ヴァルキリー』の最年少の人間を何人か使うことにします。つまり、子供を相手に油断させるのです。そして橋が止まったところで、潜伏班はアースガルドに潜入、目的の浮遊eq \o\ad(\s\up 10(エンチャント),魔道具)のある所まで急ぎます。」
「でも、潜入といっても、向こうには何千人と兵がいるんだろ？　その中をどうやって行くってんだ？」
　と、これはまた別の男。
「橋の向こうには、何人かの係員のような兵がいるでしょう。ただし、せいぜい二、三人程度しかいないはずです。まさか、アースガルドにいる自分達の、背後から襲われるなんて思ってないでしょうから。そこを『eq \o\ad(\s\up 10(シャーマン　),魔術』)か何かで身動きを封じ、連中の制服を奪い、潜伏します。そうすれば、あとは何とかなるでしょう。大勢の兵士の顔を、全て把握できている人物など、いるはずがないのですから。それからどうにかして浮遊魔道具のある所まで行き、その動きを止めれば、あとは脱出するだけです。あの高さから城ごと落下すれば、全員ただですむことはないでしょう。地上にも損害は出るでしょうが、幸いアースガルドの軌道上に住宅街はありません。せいぜい、しばらく交通上で差し障りがある程度ですむでしょう。」
「そのしばらくってのが、かなり長い間になりそうだけどな。」
　ウォードが苦笑して付け足した。あれだけ大きなものが落ちてくるのだから、無理もないだろうが、と。
　とりあえず、ひととおり作戦を説明し終えたということで、エミストが席に戻ろうとした。が、それを遮るようにヴァルグが言ってくる。静かな、そして重い口調で。
「……浮遊魔道具の動力を奪うまでは分かった。だが、それからどうする？　口調からして、君が潜伏班の一人になるようだが、どうやって脱出するのだ？　まさか、連中と心中するようなことは考えていないだろうな？」
「浮遊魔道具は、半永久機関です。最初の、起動させるためのわずかな魔力を使うだけで、少なくとも私達の寿命が尽きるまでは動力を失うことはないでしょう。それは『魔道具』自体が、魔力を増幅させるeq \o\ad(\s\up 10(ブースター),増幅器)の役目を果たしているからです。その動きを止めるには、増幅させる魔力の量以上を、別の『魔道具』で奪ってやればいいのです。つまり、浮遊魔道具に魔力を吸収する『魔道具』を取り付けさえすればいいわけですが、徐々に魔力を失っていくので、急に城が落ちることはないでしょう。それまで、軍事用のパラシュートでも盗んでやる時間は十分にありますから、その心配はいりません。」
　エミストの口調は、最後まで淡々としたものだった。彼女の言葉に黙っているヴァルグの様子を、話を理解したとみてとったか、彼女はゆっくりとした足つきで席に戻る。
　そこで、何か思い出したかのようにリオが口を開いた。まるで、世間話をするような表情で、隣のエミストに話しかける。
「潜入するってことはさ、その橋まで行くんでしょ？　それって、ここからどのくらい時間がかかるんだろう。確か、ここから近い方だと昼間にかかって動きが目立つから、よした方がいいってエッちゃんも言ってたよね？　だから、遠い方の橋まで行くには、どうしたらいいのかなって思ったんだけど。」
「……そのことなんだけど、」
　エミストは、リオに言われてしかし、視線は室内の人間全てに向けて、
「確かにさっき言ったように、昼間に堂々と乗り込むってのはまずいかもしれない。でも、考えて見れば逆にチャンスかもしれないわ。まさか向こうも、真っ昼間から敵が正面からやってくるなんて、そうそう考えてはいないでしょうから。」
「それに、夜だと橋の足場が見えなくて乗り込めないかもしれないしな。」
　ウォードの言葉に、そうね、と彼女は軽くうなずいた。
「場所は、ちょうどここから南に行った、海岸に近い所よ。距離は、『セルフ』で一時間もかからない程度。朝にここを出て、ゆっくり行って向こうで色々準備したりしても、昼には十分間に合うはずよ。準備が整って橋がかかりきったら、年少組がまず兵士達の注意をそらす。彼等の指揮はリオ、あなたがとって。」
「分かったわ。」
　リオはそう言われ、力強く頷いた。
「そして大人達は、万が一のため、あるいはそこから逃げ出す時に年少組をサポート。そして、その間に橋の裏からは、私とウォードがeq \o\ad(\s\up 10(かぎ),鉤)爪を使って乗り込む。いいかしら？」
「もちろん。」
　手に拳を打ち、ウォードが頭を振って応える。
　彼の返事を確認して----最後にエミストは、ヴァルグの方を見た。                  

「そしてヴァルグさん。あなたは----その間、ここで待機していて下さい。そんなことは
ないとは思いますが、もし仮に私達が全滅したとして----今の『ヴァルキリー』がなくな
ってしまっても、あなたがいればまた、人は集まってくるはずですから。あなたは最初に
して----そして最後の、希望の光ですから。」                                      

　彼女の言葉に、しかしヴァルグは最初は反応を示さなかった。
　ただ、沈黙していたというわけではない。反応がなかったのだ。眉をぴくりとも動かしもしなければ、こちらを見返しすらしない。ただひたすら、自分の前にある空間を見つめ
続ける----                                                                      

　呆然としているのではないか。思わず、そう訝ってしまうほど彼は、微動だにしなかった。気遣って、肩でも叩いて気付かせてやろうとリオが立ち上がろうとしたその時、ようやくヴァルグが口を開く。
「----希望、だと？」                                                            

　かすれているようなその声は、まるで彼自身にも聞こえないように小さかった。
「希望……その希望が、こんな大それた作戦に参加しないのか？　こんな小さな子供達までも危険に巻き込んで、自分は悠々とここで待てというのか？」
「巻き込むわけではありません。ここにいる者達全員は、みんなあなたに惹かれて集まってきたのです。」
「同じことだ。作戦に参加するのは君達子供で、私は何もしないわけだろう？」
「何もしないわけではありません。あなたには信じていてもらいたいのです。私達の成功を。私達の、進む道を。」
　静かな、そして颯爽とした双眸。何かを乞うわけでもなく、願うわけでもない。ただじ
っと、こちらを見つめる二つの瞳にヴァルグはしばし、沈黙し----                    

　そして、意を決した。
「……分かった。だが、行動を起こすのは明日からにしろ。作戦に備え、全員今日はゆっくり休んで疲れをとるんだ。そしてエミスト、アースガルドに乗り込むのは、もし増やすにしてもなるべく少人数に抑えるんだ。いいな？」
　その言葉に長身の少女は、満身の笑みを浮かべてみせた。
　そしてその翌日、ヴァルグは館でただ一人、自分の仲間達の生還を祈ることとなる。
　傷つくのは自分の方だということを知る由もなく----                              

　彼は乗り気がしなかった。
　確かに、ここのボスは自分の恩人だ。あの時のたれ死にしなかったのも、今こうして何不自由なくして生活できるのも、アースガルドの社長であるスルトゥルいてこそのことである。
　しかし、それでも自分の品性までも売った覚えはない。反乱を起こす兵士の鎮圧や、会社の威厳を上げることはしても、人を殺すようなことはしたくはない。ましてやそれが、未成年を含む一般人の集団とすればなおさらである。確かに以前、彼等はアースガルドに対して損傷を与えたことが何度かあったが、その時はこちらに死人は出なかったし、損傷といってもせいぜい武器や戦車が少々いかれてしまった程度である。会社の経済力をもってすれば、そんなものは損傷のうちには入らないようなものだ。普段ほとんど物事を考えない彼でさえ、それくらいのことは分かる。
「何てったっけか……あのレジスタンス、確か女の子も何人かいたんだよなぁ……」
　それを始末しろと言われても、手を汚すこっちの身にもなってみろと言いたくなってしまう。同じ様なことを以前、リーゼも言っていたような気がするが、それを聞いた偉大なる我等が社長は、その時こう答えたらしい。
「私自身がそんなことをするのは、もう飽きた。」
　まいった、と言いたげな表情で、アルテはその場で両手を上げた。タイマンでやり合ってもまず勝てそうにないあのおっさんらしい、説得力のある言葉である。
「ったくなー、だったら他の方法を考えてみろっつーんだよ。飽きたことを他人にやらせんなら、そのくらいしてくれよな。」
　独白をこぼしつつ、彼は長い廊下をスタスタと歩いていく。スルトゥルの部屋もそうだが、どうもここの建物は殺風景ばかりが続く。社長の部屋までの、片道五分はある長い道の中で、興味を持てる景色が一つもないというのも、まあそれはそれである意味面白いのかもしれないが。
「どうする……本はリーゼさんにグシャグシャにされちまったし、昼寝ってのもいまいちつまんねえし……『ビューア』ってやつを覗いてみるのも、何かそんな気になれないしなぁ……。」
　かといって、部屋でサボっていれば相棒にどつかれ、お偉い人に直訴すれば、簡単に言いあしらわれてしまう。
（この状況を、一体どうしろというのか？）
　頭を掻きながら、仕方なく自分の部屋へと入っていく。そこには怒りの表情をあらわにし、腕を組みながら鋭い視線をこちらに向けるであろう、相棒の姿がいるはずだった。
　が----                                                                        

「----ありゃ？」                                                                

　部屋は、もぬけのからだった。
「あれー、どこ行ったー。リーゼさーん？」
　探してみるが、どこにも彼女の姿はない。ふと思い立って、ドアの裏を見てみるが、やはりそんな所にもいやしない。
（こんな所に隠れるのって、俺くらいのもんか……）
　第一、隠れる必要はないのだ。むしろ、彼女は自分に助けを求めていた。彼女だって、こんな指令は受けたくない。避けられるのなら、どんな手を使ってでも避けたいという気持ちは、彼女だって同じである。
　彼以外で唯一、人を殺したことのない将軍。だからこそアルテは、彼女と気が合った。彼女だって、好きでここにいるわけではない。好きで人を傷つけたりはしていないのだ。だからこの指令は受けたくなかった。彼女のためにこの指令から逃れる方法を探したかっ
た----                                                                          

　だが、その彼女が今、どこにもいない。
（するってえと、一体どこに……？）
　そこまで考えて、ふと気が付いた。一つ、部屋の中で変化を見つけたのだ。
　ないのだ。いつも彼女が、出撃する時に持っていくeq \o\ad(\s\up 10(ヽヽヽ),エモノ)が。
（……………………。）
　彼はしばし、その場に黙って佇んだ。やがて、また頭を掻きながら、絶句する。
「あの人……結局、乗り込んじまったのか！？」
　慌てて彼は、舌打ちしながら部屋から飛び出した。
　あれから、どれくらい時間がたっただろう？
　しばらく彼は、他の『世界』に見入っていた。それからふと思い立って、例の『世界』
----あのレジスタンスの一員が作っているという『世界』へと戻ってきた。そして、そこ
の掲示板を覗いてみる。まださすがに変化はないだろうと思っていたが----            

　だが、予想に反してそこには、新しい書き込みがあった。名前は、この『世界』の管理
人となっている。つまり----彼女だ。                                              

『こんなステキな音楽を作るのって、どんな人なんだろう？　よかったら一度、会ってみませんか？　もし都合とか合う日があったら、おっしゃって下さい。』
　それにざっと目を通し、そして彼は気が付けば、拳を握っていた。言うまでもない。またとないチャンスがやってきたのだ！
（やった……！　遂にヤツが動いたぞ！　こんなに早いとは思っていなかったがな！）
　そして、ここぞとばかりに彼は、色々とキーボードをいじり始める。こういう時が、自分の腕の、見せ所なのだとばかりに。
（『eq \o\ad(\s\up 10(ユグドラシル),世界樹)』には、欠点がある……だが、それに気付いている者がいたとしても、それを利用できる者はいやしまい……！）
　興奮が動悸をeq \o\ad(\s\up 10(せ),急)かせ、それが彼の活力となる。キーボードを叩く手は更に早くなり、その度に唇が徐々につり上がる。
　やがて、タンッ、とひときわ大きな音を立て、手の動きはそこで止まった。同時に、画面を覗き込む。
『分かりました。では明日の夜。フォールクヴァングの発電所の地下にてお待ちしています。お一人にてお越し下さい。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　スリーユ　　』
　掲示板を見て書き込みを確かめ、そして操作ミスがないかもう一度確認する。ここで間違えたりしたら、今までの苦労が全て水の泡となってしまう。
（よし……完璧だ。）
　一つうなずいて彼は、『ビューア』の電源を切り、閉じた。後は時間が来るのを待つだけだ。
（全てはうまくいく……儂の計算通りに、事は進むのだ……！）
　今にも叫びたい衝動を抑え、その力を代わりに両腕に集中させた。体力も、腕力もない老人であるはずの彼の身体が、ゆっくりと、だが一気に土の中から引き出される。
　そして彼は、おぼつかない足取りで部屋の隅まで移動し、久々の深い眠りについた。
　遥かなる野望の、実現を夢見て----                                              
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